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Abstrak
 

___________________________________________________________________ 

Kanyooku digunakan oleh masyarakat Jepang untuk berkomunikasi yang fungsinya 

memperhalus kalimat sebagai alternatif strategi berbahasadengan tujuan agar lawan 

bicara tidak tersinggung. Kanyooku unsur alam banyak digunakan sebagai nama 

keluarga oleh orang Jepang. Percaya dengan banyak dewa dan kekuatan alam 

berpengaruh pada sikap masyarakat Jepang yang menaruh hormat sangat tinggi 

terhadap alam, sehingga penulis tertarik untuk mengetahui makna simbol unsur alam 

yang menggunakan kata mizu, kane, tsuchi, yama, dan abura,, karena kelima unsur 

alam tersebut yang paling dekat hubungannya dan kaitannya dengan kepercayaan dan 

kebudayaan orang Jepang. Berdasarkan latar belakang di atas, dalam penelitianini 

dibahas tentang simbol dan makna simbol kanyooku yang menggunakan kata mizu, 

kane, tsuchi, yama, abura, serta makna positif dan makna negatif yang terkandung 

dalam kanyooku tersebut. Tujuan penelitian ini adalah mengetahui simbol dan makna 

simbol kanyooku yang menggunakan kata mizu, kane, tsuchi, yama, abura, serta 

makna positif dan makna negatif yang terkandung dalam kanyooku tersebut. Penelitian 

ini menggunakan pendekatan deskriptif kualitatif, yaitu mendeskripsikan tentang 

kanyooku unsur alam bahasa Jepang yang menggunakan kata mizu, kane, tsuchi, 

yama, abura. Teknik pengumpulan data yang digunakan berupa studi kepustakaan atau 

studi literatur, kemudian dilanjutkan dengan teknik analisis data yang menggunakan 

teknik analisis deskriptif. 
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背景 

 

言語の主な機能はコミュニケーションのため

でする。コミュニケーションがよくできるよ

うにイディオムやことわざ、慣用句などの知

識を持っているのは必要である。 

日本語では、慣用句の種類が色々あり、動物

や自然や植物、人体の部分などを使用する。

しかし、その中で日本人が慣用句によく使っ

ている言葉は自然の言葉である。また、日本

人は「金田」という名前のような苗字を自然

の言葉をよく使用する。それは、金という自

然的な言葉は「金の神様」ということと関係

があると信じられている。上記に基づいて、

日本語慣用句における自然要素のシンボルの

意味の分析について研究した。 

 

理論 

 

a. シンボルの意味 

Duranti (2005)はDharmojo (2005: 42)を引用し

て、文化はシンボルのシステムとして六つの

重要な役割があると述べている。それは次の

通りである。 

1. 自然と違う物としての役割。 

2. 知識としての役割。 

3. コミュニケーションとしての

役割。 

4. メデイエーションシステムと

しての役割。 

5. 実行システムとしての役割。 

6. 参加システムとしての役割。 

b. ポジティブ的な意味とネガティブ

的なの意味 

ハエル (1990: 70-71)は慣用句の意味から表し

ているポジティブ的な意味とネガティブ的な

意味はついている単語によって変えられる。

それは、日本の文化に影響されている。慣用

句は正しい場面で使用されば意味がはっきり

分かる。 

c. イディオム 

Soedjoto (1987) はKBBI (1988: 320)を引用して、

イディオムは「二つ以上の単語の組みあわで

あり、それぞれの単語の意味を理解できない

決めた意味を表す」と述べている。イディオ

ムには辞書的な意味と慣用句的な意味がある。 

d. 慣用句の意味 

倉持(1998)は慣用句は「二つ以上の単語決ま

った結びをして、それぞれの単語の意味をた

だつなぎ合わせても理解できない別の意味を

表す言い方を慣用句と読んでいる」と述べて

いる。 

e. 慣用句の分類 

井上(1992: iv-xi)によれば、慣用句の分類は次

の通りである。 

1. 感覚、感情を表す慣用句 

2. 体、性格、態度表す慣用句 

3. 行為、動作、行動を表す慣用

句 

4. 状態、程度、価値を表す慣用

句 

5. 社会、文化、生活を表す慣用

句 

f. 慣用句の機能 

井上(1992)は慣用句というのは、私たちの日

常の会話や文書の中で数多く使われている。

それはたいてい短い言葉だが、時と所に合わ

せて適切に使うことによって、文書や会話の

表現が生き生きと豊かなものになるといって

いる。 

 

研究の方法 

 

本研究では、質的なデスクリプテイフを使用

した。研究のデータは倉持保男と坂田雪子が

書いた「三省堂慣用句便覧」という本である。

データの対象は「水」、「金」、「土」、

「山」、「油」を使っている慣用句。データ

の収集方法は図書的であり、データの分析の

手法は記述的である。研究は次の段階の通り

に行われた。 

1. 「水」、「金」、「土」、「山」、

「油」を使う慣用句を調べた。 
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2. 品詞によって慣用句をいくつかの

グループに分けた。 

3. 「水」、「金」、「土」、「山」、

「油」を使う慣用句の意味を分析

した。 

4. 辞書的な意味と慣用句的な意味の

関係を探した。 

5. 「水」、「金」、「土」、「山」、

「油」という慣用句からポジティ

ブ的な意味とネガティブ的な意味

の場面を決めた。 

6. 分析の結果を結論する。 

 

研究の結果 

 

分析の結果によって、「三省堂慣用句便覧」

で「水」、「金」、「土」、「山」、「油」

使っている慣用句が４１慣用句である。水を

使っている慣用句は (1) 水が合わない、(2) 水

際立つ、(3) 水と油、(4) 水に流す、(5) 水に馴

れる、(6) 水の泡になる、(7) 水もしたたる、

(8) 水も漏らさぬ、(9) 水をあける、(10) 水が

打ったよう、(11) 水を得た魚のよう、(12) 水

を掛ける、(13) 水を差す、(14) 水を向ける、

である。金を使っている慣用句は (1) 金がうな

る、(2) 金で縛る、(3) 金で面を張る、(4) 金に

飽かす、(5) 金に糸目をつけない、(6) 金の切

れ目が縁の切れ目、(7) 金のなる木、(8) 金は

天下の回り物、(9) 金離れがいい、(10) 金回り

がいい、(11) 金持喧嘩せず、(12) 金を食う、

(13) 金を寝かす、(14) 金を回す、である。土

を使っている慣用句は (1) 土がつく、(2) 土と

なる、である。山を使っている慣用句は (1) 山

が当たる、(2) 山が見える、(3) 山場を迎える、

(4) 山山だ、(5) 山を当てる、(6) 山をかける、

である。油を使っている慣用句は (1) 油が切れ

る、(2) 油紙に火が付いたよう、(3) 油を売る、

(4) 油と絞る、(5) 油を注ぐ、である。 

それぞれの慣用句は「環境」、「才能」、

「物事の」、「事」、「性格」、「性質」、

「優勝者」、「状態」、「金」、「自由」、

「服従する」、「富」、「負ける」、「願

い」、「目的」、「望み」、「推測する」、

「体」、「話」という意味を表す。 

 

結論 

 

倉持保男と坂田雪子の「三省堂慣用句便覧」

では 環境、才能、物事の、事、性格、性質、

優勝者、状態、金、自由、服従する、富、負

ける、願い、目的、望み、推測する、体、話

の意味を持っている水・金・土・山・油の慣

用句をよく使う。辞書的な意味と慣用句的な

意味の関係がよく使っている慣用句は原因・

結果である。慣用句についている品詞による

と研究の結果は動詞慣用句に使われている慣

用句が多かった。慣用句には水、金、土、山、

と油のシンボルの場面はポジティブ的な意味

を持っている。 
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